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設 立 年

従 業 員 数

シニア人材の雇用制度

遠賀郡岡垣町戸切379-1

製造業（電気機械部品の製造）

昭和63年（創業昭和39年）

109名（うち60～64歳  9名、65歳以上  15名、最高齢者  85歳）

定年65歳

希望者全員を継続雇用し、特に何歳までとの決まりはない。

岡垣町で、半導体製造装置部品加工、ロ
ボット部品加工など高精度の部品加工を
専門に事業を行っている株式会社中島
ターレットの中嶋英二郎代表取締役にお
話を伺いました。

企業の沿革、特徴、理念
―まず、御社の沿革や特徴などをお聞かせくだ
さい。
　社名の「中島ターレット」は、ターレット旋盤
に由来しています。ターレット旋盤とは、複数の
刃物（工具）を取り付けた刃物台を持つ工作機械
のことで、旋回することによって部品の加工を
行います。
　昭和39年に先代の社長が「中島ターレット工
業所」を立ち上げ、昭和63年に「株式会社中島
ターレット」として法人化しました。部品加工に
使う機械は、創業時の手動からモーターへ、現在
はコンピュータ制御のNC旋盤へと変わりました
が、「至誠」の社訓のもと、半世紀以上ものづくり
に取り組んでいます。社訓には、「ものづくりに
ごまかしはきかない。正直にまじめにコツコツ
と、誠意をもって作らなければ良いものはでき

ない。」という先代社長の思いが込められていま
す。
　私は、「お客様に感動を与える会社」でありた
いと考えています。当社の製品を手に取ったお
客様に「触れるのがもったいないほど素晴らし
い。」と言ってもらえるようなそんな感動を与え
たい。そして、このようなお客様の感動が我々に
やりがいを実感させ、ものづくりを極めたいと
いう意欲に繋がっていくものと考えています。

―今年度の経済産業省「はばたく中小企業・小規
模事業者300社」に選ばれていますね。
　「はばたく中小企業・小規模事業者300社」に
は、全国の中小企業の中から、生産性の向上や需
要の獲得、多様な人材活用などに取り組み、将来
の飛躍が期待される企業が選定されます。
　我が社は、「生産性向上」の分野で選ばれまし
た。先端設備を導入し、業務の効率化と生産性の
向上に取り組んでいること、新市場の開拓に向
けて生産体制を整えたこと、そして、女性やシニ
アなど多様な人材が働きやすい職場環境や人材
育成の仕組みについて評価されました。

―御社の製品は電気機械部品ということですが、
主なものは何でしょうか。
　半導体製造装置に関わる部品で、特にウエハー
搬送ロボットの部品を多く製造しています。ウ
エハーは半導体素子製造の材料で製造工程が緻
密で繊細なため、工程間の移動は人の手ではな
くロボットが担います。それがウエハー搬送ロ
ボットで、我が社はその部品を製造しています。
25年前、精度の高いものを作って世に出したい
という思いから、半導体関連の分野に参入しま
した。今では売り上げの約45％を半導体関連が
占め、我が社の主力製品となっています。
　それからもうひとつ。私は以前から飛行機が
大好きで、いつの日か製造に関わりたいという
夢を持っていました。飛行機の部品には厳しい
品質保証が求められます。そこで、11年前に九

州で初めてJIS Q 9100の認証を取得しました。
これは、航空宇宙産業の厳格な部品調達基準で、
その分野で仕事をするための通行手形のような
ものです。当時は九州に認証を受けた企業がな
く、助成金などの支援もなかったので自力で取
得しました。　
　実際に航空機製造分野への参入が叶ったのは
３年前です。認証取得からしばらくかかりまし
たが、皆さんご存じの旅客機の部品を製造して
います。
　ナポレオン・ヒルの著書にもありますが、「思
考は現実化する」ということでしょうか。願望を
願望のままにしない姿勢が大切だと思います。

シニア人材を雇用するに
至った経緯、採用
（継続雇用制度・新規雇用制度）
―シニア人材を雇用するきっかけについて教え
てください。御社では、従業員の２割以上が
60歳以上のいわゆるシニア人材ですね。
　シニアの雇用は人手不足からです。定年は65
歳、希望者全員を継続雇用する制度を設けてい
ます。継続雇用の年齢制限はないので本人が辞
めたいと申し出ない限り勤務できます。
　他社を定年退職して入ったシニア人材も多く、
工作機械オペレーターの補助や出荷梱包検査な
ど経験をあまり必要としない業務を担当しても
らっています。出荷梱包検査の作業は、若い従業
員には魅力が少なく敬遠されがちなのですが、
誰かがやらなければならない大切な仕事です。
シニア人材は、これまでの経験から必要な業務
であることを理解してくれ、気持ちよく引き受
けてくれます。
　一般的にシニア向けの求人は業務内容が限ら
れていますが、我が社では「よく来てくれた」と
迎え入れ、「よくやってくれた」と評価していま
すから、やりがいや生きがいを感じてもらえる
のではないでしょうか。皆さん真面目に働いて
くれます。

業務体制
―シニア人材の新規雇用でうまくいかなかった
ことはありますか。
　ほとんどの人が新しい環境に適応していきま
すが、わずかながら退職された人もいます。
　以前、大企業を定年退職して入った人が深い
専門知識に基づいた提案をしてくれました。素
晴らしい提案でしたが、我が社では実現までに
100年かかるような内容でしたので、大企業と
中小企業のスタンスの違いなどを説明したので
すが、残念ながら理解してもらえませんでした。
　中小企業では、「広く浅く」言い換えれば守備
範囲の広い人材が必要です。定年退職後に再挑
戦する方には、経験や知識を活かすことも大切
ですが、これまでのやり方に固執せず広い視野
を持って仕事をすることを心がけてもらいたい
です。

―シニア人材の安全対策、健康管理などで配慮
されていることがあれば教えてください。
　正規の就業時間は①８時～16時45分ですが、
シニア従業員にはこれ以外に②９時～16時35
分、③その他希望する時間帯から選んでもらい、
できるだけ本人の希望に沿うよう配慮していま
す。繁忙期には時間外勤務をしてもらうことも
ありますが、過度の負担が生じないよう定時退
社が原則です。

　担当する業務についてはOJT研修をしっかり
行います。軽量な物のみを取り扱う工夫をした
り、機械操作の補助では、切り屑が飛散しないフ
ルカバー機械の担当にするなど安全にも配慮し
ています。
　年１回の定期健康診断のほか、数年前からは
ストレスチェックも加えました。インフルエン
ザの予防接種の費用も会社が全額負担し、シニ
アを含めた従業員の健康管理をしています。

―シニア人材のモチベーション向上に繋がる仕
組みや取り組みはありますか。
　人事考課でしょうか。65歳以上の従業員も年
３回人事考課を行っています。働きぶりによっ
て評価され、時給にも反映されるのでモチベー
ション向上に繋がると思います。
　それと、我が社には表彰制度がいくつかあり、
それらも該当すると思います。
　まず、職場グループ改善活動の表彰です。平成
11年から、職場グループで「5S（整理・整頓・清潔・
清掃・しつけ）活動」、「生産性向上」、「品質改善」
の分野からテーマを設定し、改善活動に取り組
んでもらっています。
　四半期を１サイクルとして実施するので、大

きな改善でなくても構いません。例えば、「作業
台を整頓する」、「部品加工時間を20％短縮する」
など、短い期間で達成可能な小さな改善を積み
上げていくようにしています。
　毎週火曜日は、昼休み後の45分間を改善活動
に充てていますが、この時間帯は工場の生産も
停止して全員参加を促します。全員で取り組む
ことで職場のチーム力が上がることも企図して
います。
　改善結果は発表会で課長以上が審査し採点し
ます。各分野の上位３グループには賞金が授与
され、グループの親睦費用として活用できるの
で、モチベーション向上と同時に職場コミュニ
ケーションにも効果があると思います。
　この他に、優れた個人提案を行った人、社外研
修への参加実績が多い人、「誰いつ新聞」の達成
数が多かった人に対する表彰をしています。
　「誰いつ新聞」とは、「いつ、何をする、した」を
可視化した個人の活動計画・実績報告書で、毎月
60項目以上やることを決めて実行してもらうも
のです。項目は「ブラインドを週１回清掃する」、
「机の上を整頓してから帰宅する」など些細なも
のでよく、質より量を重視しています。職場改善
にもなりますし、決めたことをやり遂げる姿勢

も身に着きます。ゲーム感覚で取り組んでいる
人もいるようです。
　この「誰いつ新聞」は毎月80枚ほど提出され、
全部私がコメントを書いて返します。コメント
では家族の近況や本人の体調などについても触
れたりしますが、これは従業員との関係性が構
築できていないとこなせません。そのためにも、
毎朝現場で１～２時間、従業員と一緒に作業を
しながら会話するなど、日頃のコミュニケーショ
ンを大切にしています。

―社内コミュニケーションをとても重要視され
ているのですね。
　そのとおりです。一泊旅行、バーベキュー大会、
バスハイクなどの親睦行事を定期的に開催して
います。家族が参加できる行事もあり、楽しみに
している人も多いようです。従業員の誕生月に
は、私との昼食会も実施しています。今年度は新
型コロナ感染防止のため、これまでどおりの開
催はできませんでしたが、コミュニケーション
の活性化が大切であることに変わりはありませ
ん。

今後の展望
―最後に、生涯現役社会、人生100年時代に向け
た展望についてお聞かせください。
　近年、特に中小企業では、新卒者の確保が難し
くなっています。そのような中で、豊かな経験と
意欲を持って働くシニア人材は重要です。シニ
ア人材は適切に評価される職場があることを喜
んでくれ、活き活きと働いてくれます。真面目な
働きぶりは若い従業員の模範にもなり、会社に
とって採用の甲斐があるというものです。今後
もシニア人材の活用を積極的に進めていきたい
と考えています。

手動の旋盤。昭和40年代に活躍した機械です。

● 他業種を定年退職したシニア人材にも
　 開かれたものづくりの職場
● 表彰制度でシニア人材を含む従業員の
　 モチベーションアップ
● 社長と従業員、従業員同士の
　 コミュニケーションを重視した
　 働きやすい職場づくり

株式会社
中島ターレット
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岡垣町で、半導体製造装置部品加工、ロ
ボット部品加工など高精度の部品加工を
専門に事業を行っている株式会社中島
ターレットの中嶋英二郎代表取締役にお
話を伺いました。

企業の沿革、特徴、理念
―まず、御社の沿革や特徴などをお聞かせくだ
さい。
　社名の「中島ターレット」は、ターレット旋盤
に由来しています。ターレット旋盤とは、複数の
刃物（工具）を取り付けた刃物台を持つ工作機械
のことで、旋回することによって部品の加工を
行います。
　昭和39年に先代の社長が「中島ターレット工
業所」を立ち上げ、昭和63年に「株式会社中島
ターレット」として法人化しました。部品加工に
使う機械は、創業時の手動からモーターへ、現在
はコンピュータ制御のNC旋盤へと変わりました
が、「至誠」の社訓のもと、半世紀以上ものづくり
に取り組んでいます。社訓には、「ものづくりに
ごまかしはきかない。正直にまじめにコツコツ
と、誠意をもって作らなければ良いものはでき

ない。」という先代社長の思いが込められていま
す。
　私は、「お客様に感動を与える会社」でありた
いと考えています。当社の製品を手に取ったお
客様に「触れるのがもったいないほど素晴らし
い。」と言ってもらえるようなそんな感動を与え
たい。そして、このようなお客様の感動が我々に
やりがいを実感させ、ものづくりを極めたいと
いう意欲に繋がっていくものと考えています。

―今年度の経済産業省「はばたく中小企業・小規
模事業者300社」に選ばれていますね。
　「はばたく中小企業・小規模事業者300社」に
は、全国の中小企業の中から、生産性の向上や需
要の獲得、多様な人材活用などに取り組み、将来
の飛躍が期待される企業が選定されます。
　我が社は、「生産性向上」の分野で選ばれまし
た。先端設備を導入し、業務の効率化と生産性の
向上に取り組んでいること、新市場の開拓に向
けて生産体制を整えたこと、そして、女性やシニ
アなど多様な人材が働きやすい職場環境や人材
育成の仕組みについて評価されました。

―御社の製品は電気機械部品ということですが、
主なものは何でしょうか。
　半導体製造装置に関わる部品で、特にウエハー
搬送ロボットの部品を多く製造しています。ウ
エハーは半導体素子製造の材料で製造工程が緻
密で繊細なため、工程間の移動は人の手ではな
くロボットが担います。それがウエハー搬送ロ
ボットで、我が社はその部品を製造しています。
25年前、精度の高いものを作って世に出したい
という思いから、半導体関連の分野に参入しま
した。今では売り上げの約45％を半導体関連が
占め、我が社の主力製品となっています。
　それからもうひとつ。私は以前から飛行機が
大好きで、いつの日か製造に関わりたいという
夢を持っていました。飛行機の部品には厳しい
品質保証が求められます。そこで、11年前に九

州で初めてJIS Q 9100の認証を取得しました。
これは、航空宇宙産業の厳格な部品調達基準で、
その分野で仕事をするための通行手形のような
ものです。当時は九州に認証を受けた企業がな
く、助成金などの支援もなかったので自力で取
得しました。　
　実際に航空機製造分野への参入が叶ったのは
３年前です。認証取得からしばらくかかりまし
たが、皆さんご存じの旅客機の部品を製造して
います。
　ナポレオン・ヒルの著書にもありますが、「思
考は現実化する」ということでしょうか。願望を
願望のままにしない姿勢が大切だと思います。

シニア人材を雇用するに
至った経緯、採用
（継続雇用制度・新規雇用制度）
―シニア人材を雇用するきっかけについて教え
てください。御社では、従業員の２割以上が
60歳以上のいわゆるシニア人材ですね。
　シニアの雇用は人手不足からです。定年は65
歳、希望者全員を継続雇用する制度を設けてい
ます。継続雇用の年齢制限はないので本人が辞
めたいと申し出ない限り勤務できます。
　他社を定年退職して入ったシニア人材も多く、
工作機械オペレーターの補助や出荷梱包検査な
ど経験をあまり必要としない業務を担当しても
らっています。出荷梱包検査の作業は、若い従業
員には魅力が少なく敬遠されがちなのですが、
誰かがやらなければならない大切な仕事です。
シニア人材は、これまでの経験から必要な業務
であることを理解してくれ、気持ちよく引き受
けてくれます。
　一般的にシニア向けの求人は業務内容が限ら
れていますが、我が社では「よく来てくれた」と
迎え入れ、「よくやってくれた」と評価していま
すから、やりがいや生きがいを感じてもらえる
のではないでしょうか。皆さん真面目に働いて
くれます。

業務体制
―シニア人材の新規雇用でうまくいかなかった
ことはありますか。
　ほとんどの人が新しい環境に適応していきま
すが、わずかながら退職された人もいます。
　以前、大企業を定年退職して入った人が深い
専門知識に基づいた提案をしてくれました。素
晴らしい提案でしたが、我が社では実現までに
100年かかるような内容でしたので、大企業と
中小企業のスタンスの違いなどを説明したので
すが、残念ながら理解してもらえませんでした。
　中小企業では、「広く浅く」言い換えれば守備
範囲の広い人材が必要です。定年退職後に再挑
戦する方には、経験や知識を活かすことも大切
ですが、これまでのやり方に固執せず広い視野
を持って仕事をすることを心がけてもらいたい
です。

―シニア人材の安全対策、健康管理などで配慮
されていることがあれば教えてください。
　正規の就業時間は①８時～16時45分ですが、
シニア従業員にはこれ以外に②９時～16時35
分、③その他希望する時間帯から選んでもらい、
できるだけ本人の希望に沿うよう配慮していま
す。繁忙期には時間外勤務をしてもらうことも
ありますが、過度の負担が生じないよう定時退
社が原則です。

　担当する業務についてはOJT研修をしっかり
行います。軽量な物のみを取り扱う工夫をした
り、機械操作の補助では、切り屑が飛散しないフ
ルカバー機械の担当にするなど安全にも配慮し
ています。
　年１回の定期健康診断のほか、数年前からは
ストレスチェックも加えました。インフルエン
ザの予防接種の費用も会社が全額負担し、シニ
アを含めた従業員の健康管理をしています。

―シニア人材のモチベーション向上に繋がる仕
組みや取り組みはありますか。
　人事考課でしょうか。65歳以上の従業員も年
３回人事考課を行っています。働きぶりによっ
て評価され、時給にも反映されるのでモチベー
ション向上に繋がると思います。
　それと、我が社には表彰制度がいくつかあり、
それらも該当すると思います。
　まず、職場グループ改善活動の表彰です。平成
11年から、職場グループで「5S（整理・整頓・清潔・
清掃・しつけ）活動」、「生産性向上」、「品質改善」
の分野からテーマを設定し、改善活動に取り組
んでもらっています。
　四半期を１サイクルとして実施するので、大

きな改善でなくても構いません。例えば、「作業
台を整頓する」、「部品加工時間を20％短縮する」
など、短い期間で達成可能な小さな改善を積み
上げていくようにしています。
　毎週火曜日は、昼休み後の45分間を改善活動
に充てていますが、この時間帯は工場の生産も
停止して全員参加を促します。全員で取り組む
ことで職場のチーム力が上がることも企図して
います。
　改善結果は発表会で課長以上が審査し採点し
ます。各分野の上位３グループには賞金が授与
され、グループの親睦費用として活用できるの
で、モチベーション向上と同時に職場コミュニ
ケーションにも効果があると思います。
　この他に、優れた個人提案を行った人、社外研
修への参加実績が多い人、「誰いつ新聞」の達成
数が多かった人に対する表彰をしています。
　「誰いつ新聞」とは、「いつ、何をする、した」を
可視化した個人の活動計画・実績報告書で、毎月
60項目以上やることを決めて実行してもらうも
のです。項目は「ブラインドを週１回清掃する」、
「机の上を整頓してから帰宅する」など些細なも
のでよく、質より量を重視しています。職場改善
にもなりますし、決めたことをやり遂げる姿勢

も身に着きます。ゲーム感覚で取り組んでいる
人もいるようです。
　この「誰いつ新聞」は毎月80枚ほど提出され、
全部私がコメントを書いて返します。コメント
では家族の近況や本人の体調などについても触
れたりしますが、これは従業員との関係性が構
築できていないとこなせません。そのためにも、
毎朝現場で１～２時間、従業員と一緒に作業を
しながら会話するなど、日頃のコミュニケーショ
ンを大切にしています。

―社内コミュニケーションをとても重要視され
ているのですね。
　そのとおりです。一泊旅行、バーベキュー大会、
バスハイクなどの親睦行事を定期的に開催して
います。家族が参加できる行事もあり、楽しみに
している人も多いようです。従業員の誕生月に
は、私との昼食会も実施しています。今年度は新
型コロナ感染防止のため、これまでどおりの開
催はできませんでしたが、コミュニケーション
の活性化が大切であることに変わりはありませ
ん。

今後の展望
―最後に、生涯現役社会、人生100年時代に向け
た展望についてお聞かせください。
　近年、特に中小企業では、新卒者の確保が難し
くなっています。そのような中で、豊かな経験と
意欲を持って働くシニア人材は重要です。シニ
ア人材は適切に評価される職場があることを喜
んでくれ、活き活きと働いてくれます。真面目な
働きぶりは若い従業員の模範にもなり、会社に
とって採用の甲斐があるというものです。今後
もシニア人材の活用を積極的に進めていきたい
と考えています。

代表取締役　中嶋 英二郎氏

株式会社 中島ターレット
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岡垣町で、半導体製造装置部品加工、ロ
ボット部品加工など高精度の部品加工を
専門に事業を行っている株式会社中島
ターレットの中嶋英二郎代表取締役にお
話を伺いました。

企業の沿革、特徴、理念
―まず、御社の沿革や特徴などをお聞かせくだ
さい。
　社名の「中島ターレット」は、ターレット旋盤
に由来しています。ターレット旋盤とは、複数の
刃物（工具）を取り付けた刃物台を持つ工作機械
のことで、旋回することによって部品の加工を
行います。
　昭和39年に先代の社長が「中島ターレット工
業所」を立ち上げ、昭和63年に「株式会社中島
ターレット」として法人化しました。部品加工に
使う機械は、創業時の手動からモーターへ、現在
はコンピュータ制御のNC旋盤へと変わりました
が、「至誠」の社訓のもと、半世紀以上ものづくり
に取り組んでいます。社訓には、「ものづくりに
ごまかしはきかない。正直にまじめにコツコツ
と、誠意をもって作らなければ良いものはでき

ない。」という先代社長の思いが込められていま
す。
　私は、「お客様に感動を与える会社」でありた
いと考えています。当社の製品を手に取ったお
客様に「触れるのがもったいないほど素晴らし
い。」と言ってもらえるようなそんな感動を与え
たい。そして、このようなお客様の感動が我々に
やりがいを実感させ、ものづくりを極めたいと
いう意欲に繋がっていくものと考えています。

―今年度の経済産業省「はばたく中小企業・小規
模事業者300社」に選ばれていますね。
　「はばたく中小企業・小規模事業者300社」に
は、全国の中小企業の中から、生産性の向上や需
要の獲得、多様な人材活用などに取り組み、将来
の飛躍が期待される企業が選定されます。
　我が社は、「生産性向上」の分野で選ばれまし
た。先端設備を導入し、業務の効率化と生産性の
向上に取り組んでいること、新市場の開拓に向
けて生産体制を整えたこと、そして、女性やシニ
アなど多様な人材が働きやすい職場環境や人材
育成の仕組みについて評価されました。

―御社の製品は電気機械部品ということですが、
主なものは何でしょうか。
　半導体製造装置に関わる部品で、特にウエハー
搬送ロボットの部品を多く製造しています。ウ
エハーは半導体素子製造の材料で製造工程が緻
密で繊細なため、工程間の移動は人の手ではな
くロボットが担います。それがウエハー搬送ロ
ボットで、我が社はその部品を製造しています。
25年前、精度の高いものを作って世に出したい
という思いから、半導体関連の分野に参入しま
した。今では売り上げの約45％を半導体関連が
占め、我が社の主力製品となっています。
　それからもうひとつ。私は以前から飛行機が
大好きで、いつの日か製造に関わりたいという
夢を持っていました。飛行機の部品には厳しい
品質保証が求められます。そこで、11年前に九

州で初めてJIS Q 9100の認証を取得しました。
これは、航空宇宙産業の厳格な部品調達基準で、
その分野で仕事をするための通行手形のような
ものです。当時は九州に認証を受けた企業がな
く、助成金などの支援もなかったので自力で取
得しました。　
　実際に航空機製造分野への参入が叶ったのは
３年前です。認証取得からしばらくかかりまし
たが、皆さんご存じの旅客機の部品を製造して
います。
　ナポレオン・ヒルの著書にもありますが、「思
考は現実化する」ということでしょうか。願望を
願望のままにしない姿勢が大切だと思います。

シニア人材を雇用するに
至った経緯、採用
（継続雇用制度・新規雇用制度）
―シニア人材を雇用するきっかけについて教え
てください。御社では、従業員の２割以上が
60歳以上のいわゆるシニア人材ですね。
　シニアの雇用は人手不足からです。定年は65
歳、希望者全員を継続雇用する制度を設けてい
ます。継続雇用の年齢制限はないので本人が辞
めたいと申し出ない限り勤務できます。
　他社を定年退職して入ったシニア人材も多く、
工作機械オペレーターの補助や出荷梱包検査な
ど経験をあまり必要としない業務を担当しても
らっています。出荷梱包検査の作業は、若い従業
員には魅力が少なく敬遠されがちなのですが、
誰かがやらなければならない大切な仕事です。
シニア人材は、これまでの経験から必要な業務
であることを理解してくれ、気持ちよく引き受
けてくれます。
　一般的にシニア向けの求人は業務内容が限ら
れていますが、我が社では「よく来てくれた」と
迎え入れ、「よくやってくれた」と評価していま
すから、やりがいや生きがいを感じてもらえる
のではないでしょうか。皆さん真面目に働いて
くれます。

業務体制
―シニア人材の新規雇用でうまくいかなかった
ことはありますか。
　ほとんどの人が新しい環境に適応していきま
すが、わずかながら退職された人もいます。
　以前、大企業を定年退職して入った人が深い
専門知識に基づいた提案をしてくれました。素
晴らしい提案でしたが、我が社では実現までに
100年かかるような内容でしたので、大企業と
中小企業のスタンスの違いなどを説明したので
すが、残念ながら理解してもらえませんでした。
　中小企業では、「広く浅く」言い換えれば守備
範囲の広い人材が必要です。定年退職後に再挑
戦する方には、経験や知識を活かすことも大切
ですが、これまでのやり方に固執せず広い視野
を持って仕事をすることを心がけてもらいたい
です。

―シニア人材の安全対策、健康管理などで配慮
されていることがあれば教えてください。
　正規の就業時間は①８時～16時45分ですが、
シニア従業員にはこれ以外に②９時～16時35
分、③その他希望する時間帯から選んでもらい、
できるだけ本人の希望に沿うよう配慮していま
す。繁忙期には時間外勤務をしてもらうことも
ありますが、過度の負担が生じないよう定時退
社が原則です。

　担当する業務についてはOJT研修をしっかり
行います。軽量な物のみを取り扱う工夫をした
り、機械操作の補助では、切り屑が飛散しないフ
ルカバー機械の担当にするなど安全にも配慮し
ています。
　年１回の定期健康診断のほか、数年前からは
ストレスチェックも加えました。インフルエン
ザの予防接種の費用も会社が全額負担し、シニ
アを含めた従業員の健康管理をしています。

―シニア人材のモチベーション向上に繋がる仕
組みや取り組みはありますか。
　人事考課でしょうか。65歳以上の従業員も年
３回人事考課を行っています。働きぶりによっ
て評価され、時給にも反映されるのでモチベー
ション向上に繋がると思います。
　それと、我が社には表彰制度がいくつかあり、
それらも該当すると思います。
　まず、職場グループ改善活動の表彰です。平成
11年から、職場グループで「5S（整理・整頓・清潔・
清掃・しつけ）活動」、「生産性向上」、「品質改善」
の分野からテーマを設定し、改善活動に取り組
んでもらっています。
　四半期を１サイクルとして実施するので、大

きな改善でなくても構いません。例えば、「作業
台を整頓する」、「部品加工時間を20％短縮する」
など、短い期間で達成可能な小さな改善を積み
上げていくようにしています。
　毎週火曜日は、昼休み後の45分間を改善活動
に充てていますが、この時間帯は工場の生産も
停止して全員参加を促します。全員で取り組む
ことで職場のチーム力が上がることも企図して
います。
　改善結果は発表会で課長以上が審査し採点し
ます。各分野の上位３グループには賞金が授与
され、グループの親睦費用として活用できるの
で、モチベーション向上と同時に職場コミュニ
ケーションにも効果があると思います。
　この他に、優れた個人提案を行った人、社外研
修への参加実績が多い人、「誰いつ新聞」の達成
数が多かった人に対する表彰をしています。
　「誰いつ新聞」とは、「いつ、何をする、した」を
可視化した個人の活動計画・実績報告書で、毎月
60項目以上やることを決めて実行してもらうも
のです。項目は「ブラインドを週１回清掃する」、
「机の上を整頓してから帰宅する」など些細なも
のでよく、質より量を重視しています。職場改善
にもなりますし、決めたことをやり遂げる姿勢

も身に着きます。ゲーム感覚で取り組んでいる
人もいるようです。
　この「誰いつ新聞」は毎月80枚ほど提出され、
全部私がコメントを書いて返します。コメント
では家族の近況や本人の体調などについても触
れたりしますが、これは従業員との関係性が構
築できていないとこなせません。そのためにも、
毎朝現場で１～２時間、従業員と一緒に作業を
しながら会話するなど、日頃のコミュニケーショ
ンを大切にしています。

―社内コミュニケーションをとても重要視され
ているのですね。
　そのとおりです。一泊旅行、バーベキュー大会、
バスハイクなどの親睦行事を定期的に開催して
います。家族が参加できる行事もあり、楽しみに
している人も多いようです。従業員の誕生月に
は、私との昼食会も実施しています。今年度は新
型コロナ感染防止のため、これまでどおりの開
催はできませんでしたが、コミュニケーション
の活性化が大切であることに変わりはありませ
ん。

今後の展望
―最後に、生涯現役社会、人生100年時代に向け
た展望についてお聞かせください。
　近年、特に中小企業では、新卒者の確保が難し
くなっています。そのような中で、豊かな経験と
意欲を持って働くシニア人材は重要です。シニ
ア人材は適切に評価される職場があることを喜
んでくれ、活き活きと働いてくれます。真面目な
働きぶりは若い従業員の模範にもなり、会社に
とって採用の甲斐があるというものです。今後
もシニア人材の活用を積極的に進めていきたい
と考えています。

宇宙航空産業
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岡垣町で、半導体製造装置部品加工、ロ
ボット部品加工など高精度の部品加工を
専門に事業を行っている株式会社中島
ターレットの中嶋英二郎代表取締役にお
話を伺いました。

企業の沿革、特徴、理念
―まず、御社の沿革や特徴などをお聞かせくだ
さい。
　社名の「中島ターレット」は、ターレット旋盤
に由来しています。ターレット旋盤とは、複数の
刃物（工具）を取り付けた刃物台を持つ工作機械
のことで、旋回することによって部品の加工を
行います。
　昭和39年に先代の社長が「中島ターレット工
業所」を立ち上げ、昭和63年に「株式会社中島
ターレット」として法人化しました。部品加工に
使う機械は、創業時の手動からモーターへ、現在
はコンピュータ制御のNC旋盤へと変わりました
が、「至誠」の社訓のもと、半世紀以上ものづくり
に取り組んでいます。社訓には、「ものづくりに
ごまかしはきかない。正直にまじめにコツコツ
と、誠意をもって作らなければ良いものはでき

ない。」という先代社長の思いが込められていま
す。
　私は、「お客様に感動を与える会社」でありた
いと考えています。当社の製品を手に取ったお
客様に「触れるのがもったいないほど素晴らし
い。」と言ってもらえるようなそんな感動を与え
たい。そして、このようなお客様の感動が我々に
やりがいを実感させ、ものづくりを極めたいと
いう意欲に繋がっていくものと考えています。

―今年度の経済産業省「はばたく中小企業・小規
模事業者300社」に選ばれていますね。
　「はばたく中小企業・小規模事業者300社」に
は、全国の中小企業の中から、生産性の向上や需
要の獲得、多様な人材活用などに取り組み、将来
の飛躍が期待される企業が選定されます。
　我が社は、「生産性向上」の分野で選ばれまし
た。先端設備を導入し、業務の効率化と生産性の
向上に取り組んでいること、新市場の開拓に向
けて生産体制を整えたこと、そして、女性やシニ
アなど多様な人材が働きやすい職場環境や人材
育成の仕組みについて評価されました。

―御社の製品は電気機械部品ということですが、
主なものは何でしょうか。
　半導体製造装置に関わる部品で、特にウエハー
搬送ロボットの部品を多く製造しています。ウ
エハーは半導体素子製造の材料で製造工程が緻
密で繊細なため、工程間の移動は人の手ではな
くロボットが担います。それがウエハー搬送ロ
ボットで、我が社はその部品を製造しています。
25年前、精度の高いものを作って世に出したい
という思いから、半導体関連の分野に参入しま
した。今では売り上げの約45％を半導体関連が
占め、我が社の主力製品となっています。
　それからもうひとつ。私は以前から飛行機が
大好きで、いつの日か製造に関わりたいという
夢を持っていました。飛行機の部品には厳しい
品質保証が求められます。そこで、11年前に九

州で初めてJIS Q 9100の認証を取得しました。
これは、航空宇宙産業の厳格な部品調達基準で、
その分野で仕事をするための通行手形のような
ものです。当時は九州に認証を受けた企業がな
く、助成金などの支援もなかったので自力で取
得しました。　
　実際に航空機製造分野への参入が叶ったのは
３年前です。認証取得からしばらくかかりまし
たが、皆さんご存じの旅客機の部品を製造して
います。
　ナポレオン・ヒルの著書にもありますが、「思
考は現実化する」ということでしょうか。願望を
願望のままにしない姿勢が大切だと思います。

シニア人材を雇用するに
至った経緯、採用
（継続雇用制度・新規雇用制度）
―シニア人材を雇用するきっかけについて教え
てください。御社では、従業員の２割以上が
60歳以上のいわゆるシニア人材ですね。
　シニアの雇用は人手不足からです。定年は65
歳、希望者全員を継続雇用する制度を設けてい
ます。継続雇用の年齢制限はないので本人が辞
めたいと申し出ない限り勤務できます。
　他社を定年退職して入ったシニア人材も多く、
工作機械オペレーターの補助や出荷梱包検査な
ど経験をあまり必要としない業務を担当しても
らっています。出荷梱包検査の作業は、若い従業
員には魅力が少なく敬遠されがちなのですが、
誰かがやらなければならない大切な仕事です。
シニア人材は、これまでの経験から必要な業務
であることを理解してくれ、気持ちよく引き受
けてくれます。
　一般的にシニア向けの求人は業務内容が限ら
れていますが、我が社では「よく来てくれた」と
迎え入れ、「よくやってくれた」と評価していま
すから、やりがいや生きがいを感じてもらえる
のではないでしょうか。皆さん真面目に働いて
くれます。

業務体制
―シニア人材の新規雇用でうまくいかなかった
ことはありますか。
　ほとんどの人が新しい環境に適応していきま
すが、わずかながら退職された人もいます。
　以前、大企業を定年退職して入った人が深い
専門知識に基づいた提案をしてくれました。素
晴らしい提案でしたが、我が社では実現までに
100年かかるような内容でしたので、大企業と
中小企業のスタンスの違いなどを説明したので
すが、残念ながら理解してもらえませんでした。
　中小企業では、「広く浅く」言い換えれば守備
範囲の広い人材が必要です。定年退職後に再挑
戦する方には、経験や知識を活かすことも大切
ですが、これまでのやり方に固執せず広い視野
を持って仕事をすることを心がけてもらいたい
です。

―シニア人材の安全対策、健康管理などで配慮
されていることがあれば教えてください。
　正規の就業時間は①８時～16時45分ですが、
シニア従業員にはこれ以外に②９時～16時35
分、③その他希望する時間帯から選んでもらい、
できるだけ本人の希望に沿うよう配慮していま
す。繁忙期には時間外勤務をしてもらうことも
ありますが、過度の負担が生じないよう定時退
社が原則です。

　担当する業務についてはOJT研修をしっかり
行います。軽量な物のみを取り扱う工夫をした
り、機械操作の補助では、切り屑が飛散しないフ
ルカバー機械の担当にするなど安全にも配慮し
ています。
　年１回の定期健康診断のほか、数年前からは
ストレスチェックも加えました。インフルエン
ザの予防接種の費用も会社が全額負担し、シニ
アを含めた従業員の健康管理をしています。

―シニア人材のモチベーション向上に繋がる仕
組みや取り組みはありますか。
　人事考課でしょうか。65歳以上の従業員も年
３回人事考課を行っています。働きぶりによっ
て評価され、時給にも反映されるのでモチベー
ション向上に繋がると思います。
　それと、我が社には表彰制度がいくつかあり、
それらも該当すると思います。
　まず、職場グループ改善活動の表彰です。平成
11年から、職場グループで「5S（整理・整頓・清潔・
清掃・しつけ）活動」、「生産性向上」、「品質改善」
の分野からテーマを設定し、改善活動に取り組
んでもらっています。
　四半期を１サイクルとして実施するので、大

きな改善でなくても構いません。例えば、「作業
台を整頓する」、「部品加工時間を20％短縮する」
など、短い期間で達成可能な小さな改善を積み
上げていくようにしています。
　毎週火曜日は、昼休み後の45分間を改善活動
に充てていますが、この時間帯は工場の生産も
停止して全員参加を促します。全員で取り組む
ことで職場のチーム力が上がることも企図して
います。
　改善結果は発表会で課長以上が審査し採点し
ます。各分野の上位３グループには賞金が授与
され、グループの親睦費用として活用できるの
で、モチベーション向上と同時に職場コミュニ
ケーションにも効果があると思います。
　この他に、優れた個人提案を行った人、社外研
修への参加実績が多い人、「誰いつ新聞」の達成
数が多かった人に対する表彰をしています。
　「誰いつ新聞」とは、「いつ、何をする、した」を
可視化した個人の活動計画・実績報告書で、毎月
60項目以上やることを決めて実行してもらうも
のです。項目は「ブラインドを週１回清掃する」、
「机の上を整頓してから帰宅する」など些細なも
のでよく、質より量を重視しています。職場改善
にもなりますし、決めたことをやり遂げる姿勢

も身に着きます。ゲーム感覚で取り組んでいる
人もいるようです。
　この「誰いつ新聞」は毎月80枚ほど提出され、
全部私がコメントを書いて返します。コメント
では家族の近況や本人の体調などについても触
れたりしますが、これは従業員との関係性が構
築できていないとこなせません。そのためにも、
毎朝現場で１～２時間、従業員と一緒に作業を
しながら会話するなど、日頃のコミュニケーショ
ンを大切にしています。

―社内コミュニケーションをとても重要視され
ているのですね。
　そのとおりです。一泊旅行、バーベキュー大会、
バスハイクなどの親睦行事を定期的に開催して
います。家族が参加できる行事もあり、楽しみに
している人も多いようです。従業員の誕生月に
は、私との昼食会も実施しています。今年度は新
型コロナ感染防止のため、これまでどおりの開
催はできませんでしたが、コミュニケーション
の活性化が大切であることに変わりはありませ
ん。

今後の展望
―最後に、生涯現役社会、人生100年時代に向け
た展望についてお聞かせください。
　近年、特に中小企業では、新卒者の確保が難し
くなっています。そのような中で、豊かな経験と
意欲を持って働くシニア人材は重要です。シニ
ア人材は適切に評価される職場があることを喜
んでくれ、活き活きと働いてくれます。真面目な
働きぶりは若い従業員の模範にもなり、会社に
とって採用の甲斐があるというものです。今後
もシニア人材の活用を積極的に進めていきたい
と考えています。

事業説明の資料

株式会社 中島ターレット
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岡垣町で、半導体製造装置部品加工、ロ
ボット部品加工など高精度の部品加工を
専門に事業を行っている株式会社中島
ターレットの中嶋英二郎代表取締役にお
話を伺いました。

企業の沿革、特徴、理念
―まず、御社の沿革や特徴などをお聞かせくだ
さい。
　社名の「中島ターレット」は、ターレット旋盤
に由来しています。ターレット旋盤とは、複数の
刃物（工具）を取り付けた刃物台を持つ工作機械
のことで、旋回することによって部品の加工を
行います。
　昭和39年に先代の社長が「中島ターレット工
業所」を立ち上げ、昭和63年に「株式会社中島
ターレット」として法人化しました。部品加工に
使う機械は、創業時の手動からモーターへ、現在
はコンピュータ制御のNC旋盤へと変わりました
が、「至誠」の社訓のもと、半世紀以上ものづくり
に取り組んでいます。社訓には、「ものづくりに
ごまかしはきかない。正直にまじめにコツコツ
と、誠意をもって作らなければ良いものはでき

ない。」という先代社長の思いが込められていま
す。
　私は、「お客様に感動を与える会社」でありた
いと考えています。当社の製品を手に取ったお
客様に「触れるのがもったいないほど素晴らし
い。」と言ってもらえるようなそんな感動を与え
たい。そして、このようなお客様の感動が我々に
やりがいを実感させ、ものづくりを極めたいと
いう意欲に繋がっていくものと考えています。

―今年度の経済産業省「はばたく中小企業・小規
模事業者300社」に選ばれていますね。
　「はばたく中小企業・小規模事業者300社」に
は、全国の中小企業の中から、生産性の向上や需
要の獲得、多様な人材活用などに取り組み、将来
の飛躍が期待される企業が選定されます。
　我が社は、「生産性向上」の分野で選ばれまし
た。先端設備を導入し、業務の効率化と生産性の
向上に取り組んでいること、新市場の開拓に向
けて生産体制を整えたこと、そして、女性やシニ
アなど多様な人材が働きやすい職場環境や人材
育成の仕組みについて評価されました。

―御社の製品は電気機械部品ということですが、
主なものは何でしょうか。
　半導体製造装置に関わる部品で、特にウエハー
搬送ロボットの部品を多く製造しています。ウ
エハーは半導体素子製造の材料で製造工程が緻
密で繊細なため、工程間の移動は人の手ではな
くロボットが担います。それがウエハー搬送ロ
ボットで、我が社はその部品を製造しています。
25年前、精度の高いものを作って世に出したい
という思いから、半導体関連の分野に参入しま
した。今では売り上げの約45％を半導体関連が
占め、我が社の主力製品となっています。
　それからもうひとつ。私は以前から飛行機が
大好きで、いつの日か製造に関わりたいという
夢を持っていました。飛行機の部品には厳しい
品質保証が求められます。そこで、11年前に九

州で初めてJIS Q 9100の認証を取得しました。
これは、航空宇宙産業の厳格な部品調達基準で、
その分野で仕事をするための通行手形のような
ものです。当時は九州に認証を受けた企業がな
く、助成金などの支援もなかったので自力で取
得しました。　
　実際に航空機製造分野への参入が叶ったのは
３年前です。認証取得からしばらくかかりまし
たが、皆さんご存じの旅客機の部品を製造して
います。
　ナポレオン・ヒルの著書にもありますが、「思
考は現実化する」ということでしょうか。願望を
願望のままにしない姿勢が大切だと思います。

シニア人材を雇用するに
至った経緯、採用
（継続雇用制度・新規雇用制度）
―シニア人材を雇用するきっかけについて教え
てください。御社では、従業員の２割以上が
60歳以上のいわゆるシニア人材ですね。
　シニアの雇用は人手不足からです。定年は65
歳、希望者全員を継続雇用する制度を設けてい
ます。継続雇用の年齢制限はないので本人が辞
めたいと申し出ない限り勤務できます。
　他社を定年退職して入ったシニア人材も多く、
工作機械オペレーターの補助や出荷梱包検査な
ど経験をあまり必要としない業務を担当しても
らっています。出荷梱包検査の作業は、若い従業
員には魅力が少なく敬遠されがちなのですが、
誰かがやらなければならない大切な仕事です。
シニア人材は、これまでの経験から必要な業務
であることを理解してくれ、気持ちよく引き受
けてくれます。
　一般的にシニア向けの求人は業務内容が限ら
れていますが、我が社では「よく来てくれた」と
迎え入れ、「よくやってくれた」と評価していま
すから、やりがいや生きがいを感じてもらえる
のではないでしょうか。皆さん真面目に働いて
くれます。

業務体制
―シニア人材の新規雇用でうまくいかなかった
ことはありますか。
　ほとんどの人が新しい環境に適応していきま
すが、わずかながら退職された人もいます。
　以前、大企業を定年退職して入った人が深い
専門知識に基づいた提案をしてくれました。素
晴らしい提案でしたが、我が社では実現までに
100年かかるような内容でしたので、大企業と
中小企業のスタンスの違いなどを説明したので
すが、残念ながら理解してもらえませんでした。
　中小企業では、「広く浅く」言い換えれば守備
範囲の広い人材が必要です。定年退職後に再挑
戦する方には、経験や知識を活かすことも大切
ですが、これまでのやり方に固執せず広い視野
を持って仕事をすることを心がけてもらいたい
です。

―シニア人材の安全対策、健康管理などで配慮
されていることがあれば教えてください。
　正規の就業時間は①８時～16時45分ですが、
シニア従業員にはこれ以外に②９時～16時35
分、③その他希望する時間帯から選んでもらい、
できるだけ本人の希望に沿うよう配慮していま
す。繁忙期には時間外勤務をしてもらうことも
ありますが、過度の負担が生じないよう定時退
社が原則です。

　担当する業務についてはOJT研修をしっかり
行います。軽量な物のみを取り扱う工夫をした
り、機械操作の補助では、切り屑が飛散しないフ
ルカバー機械の担当にするなど安全にも配慮し
ています。
　年１回の定期健康診断のほか、数年前からは
ストレスチェックも加えました。インフルエン
ザの予防接種の費用も会社が全額負担し、シニ
アを含めた従業員の健康管理をしています。

―シニア人材のモチベーション向上に繋がる仕
組みや取り組みはありますか。
　人事考課でしょうか。65歳以上の従業員も年
３回人事考課を行っています。働きぶりによっ
て評価され、時給にも反映されるのでモチベー
ション向上に繋がると思います。
　それと、我が社には表彰制度がいくつかあり、
それらも該当すると思います。
　まず、職場グループ改善活動の表彰です。平成
11年から、職場グループで「5S（整理・整頓・清潔・
清掃・しつけ）活動」、「生産性向上」、「品質改善」
の分野からテーマを設定し、改善活動に取り組
んでもらっています。
　四半期を１サイクルとして実施するので、大

きな改善でなくても構いません。例えば、「作業
台を整頓する」、「部品加工時間を20％短縮する」
など、短い期間で達成可能な小さな改善を積み
上げていくようにしています。
　毎週火曜日は、昼休み後の45分間を改善活動
に充てていますが、この時間帯は工場の生産も
停止して全員参加を促します。全員で取り組む
ことで職場のチーム力が上がることも企図して
います。
　改善結果は発表会で課長以上が審査し採点し
ます。各分野の上位３グループには賞金が授与
され、グループの親睦費用として活用できるの
で、モチベーション向上と同時に職場コミュニ
ケーションにも効果があると思います。
　この他に、優れた個人提案を行った人、社外研
修への参加実績が多い人、「誰いつ新聞」の達成
数が多かった人に対する表彰をしています。
　「誰いつ新聞」とは、「いつ、何をする、した」を
可視化した個人の活動計画・実績報告書で、毎月
60項目以上やることを決めて実行してもらうも
のです。項目は「ブラインドを週１回清掃する」、
「机の上を整頓してから帰宅する」など些細なも
のでよく、質より量を重視しています。職場改善
にもなりますし、決めたことをやり遂げる姿勢

も身に着きます。ゲーム感覚で取り組んでいる
人もいるようです。
　この「誰いつ新聞」は毎月80枚ほど提出され、
全部私がコメントを書いて返します。コメント
では家族の近況や本人の体調などについても触
れたりしますが、これは従業員との関係性が構
築できていないとこなせません。そのためにも、
毎朝現場で１～２時間、従業員と一緒に作業を
しながら会話するなど、日頃のコミュニケーショ
ンを大切にしています。

―社内コミュニケーションをとても重要視され
ているのですね。
　そのとおりです。一泊旅行、バーベキュー大会、
バスハイクなどの親睦行事を定期的に開催して
います。家族が参加できる行事もあり、楽しみに
している人も多いようです。従業員の誕生月に
は、私との昼食会も実施しています。今年度は新
型コロナ感染防止のため、これまでどおりの開
催はできませんでしたが、コミュニケーション
の活性化が大切であることに変わりはありませ
ん。

今後の展望
―最後に、生涯現役社会、人生100年時代に向け
た展望についてお聞かせください。
　近年、特に中小企業では、新卒者の確保が難し
くなっています。そのような中で、豊かな経験と
意欲を持って働くシニア人材は重要です。シニ
ア人材は適切に評価される職場があることを喜
んでくれ、活き活きと働いてくれます。真面目な
働きぶりは若い従業員の模範にもなり、会社に
とって採用の甲斐があるというものです。今後
もシニア人材の活用を積極的に進めていきたい
と考えています。

代表取締役　中嶋 英二郎氏

「５S活動」「生産性向上」「品質改善」。工場の外壁にも掲示されています。
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岡垣町で、半導体製造装置部品加工、ロ
ボット部品加工など高精度の部品加工を
専門に事業を行っている株式会社中島
ターレットの中嶋英二郎代表取締役にお
話を伺いました。

企業の沿革、特徴、理念
―まず、御社の沿革や特徴などをお聞かせくだ
さい。
　社名の「中島ターレット」は、ターレット旋盤
に由来しています。ターレット旋盤とは、複数の
刃物（工具）を取り付けた刃物台を持つ工作機械
のことで、旋回することによって部品の加工を
行います。
　昭和39年に先代の社長が「中島ターレット工
業所」を立ち上げ、昭和63年に「株式会社中島
ターレット」として法人化しました。部品加工に
使う機械は、創業時の手動からモーターへ、現在
はコンピュータ制御のNC旋盤へと変わりました
が、「至誠」の社訓のもと、半世紀以上ものづくり
に取り組んでいます。社訓には、「ものづくりに
ごまかしはきかない。正直にまじめにコツコツ
と、誠意をもって作らなければ良いものはでき

ない。」という先代社長の思いが込められていま
す。
　私は、「お客様に感動を与える会社」でありた
いと考えています。当社の製品を手に取ったお
客様に「触れるのがもったいないほど素晴らし
い。」と言ってもらえるようなそんな感動を与え
たい。そして、このようなお客様の感動が我々に
やりがいを実感させ、ものづくりを極めたいと
いう意欲に繋がっていくものと考えています。

―今年度の経済産業省「はばたく中小企業・小規
模事業者300社」に選ばれていますね。
　「はばたく中小企業・小規模事業者300社」に
は、全国の中小企業の中から、生産性の向上や需
要の獲得、多様な人材活用などに取り組み、将来
の飛躍が期待される企業が選定されます。
　我が社は、「生産性向上」の分野で選ばれまし
た。先端設備を導入し、業務の効率化と生産性の
向上に取り組んでいること、新市場の開拓に向
けて生産体制を整えたこと、そして、女性やシニ
アなど多様な人材が働きやすい職場環境や人材
育成の仕組みについて評価されました。

―御社の製品は電気機械部品ということですが、
主なものは何でしょうか。
　半導体製造装置に関わる部品で、特にウエハー
搬送ロボットの部品を多く製造しています。ウ
エハーは半導体素子製造の材料で製造工程が緻
密で繊細なため、工程間の移動は人の手ではな
くロボットが担います。それがウエハー搬送ロ
ボットで、我が社はその部品を製造しています。
25年前、精度の高いものを作って世に出したい
という思いから、半導体関連の分野に参入しま
した。今では売り上げの約45％を半導体関連が
占め、我が社の主力製品となっています。
　それからもうひとつ。私は以前から飛行機が
大好きで、いつの日か製造に関わりたいという
夢を持っていました。飛行機の部品には厳しい
品質保証が求められます。そこで、11年前に九

州で初めてJIS Q 9100の認証を取得しました。
これは、航空宇宙産業の厳格な部品調達基準で、
その分野で仕事をするための通行手形のような
ものです。当時は九州に認証を受けた企業がな
く、助成金などの支援もなかったので自力で取
得しました。　
　実際に航空機製造分野への参入が叶ったのは
３年前です。認証取得からしばらくかかりまし
たが、皆さんご存じの旅客機の部品を製造して
います。
　ナポレオン・ヒルの著書にもありますが、「思
考は現実化する」ということでしょうか。願望を
願望のままにしない姿勢が大切だと思います。

シニア人材を雇用するに
至った経緯、採用
（継続雇用制度・新規雇用制度）
―シニア人材を雇用するきっかけについて教え
てください。御社では、従業員の２割以上が
60歳以上のいわゆるシニア人材ですね。
　シニアの雇用は人手不足からです。定年は65
歳、希望者全員を継続雇用する制度を設けてい
ます。継続雇用の年齢制限はないので本人が辞
めたいと申し出ない限り勤務できます。
　他社を定年退職して入ったシニア人材も多く、
工作機械オペレーターの補助や出荷梱包検査な
ど経験をあまり必要としない業務を担当しても
らっています。出荷梱包検査の作業は、若い従業
員には魅力が少なく敬遠されがちなのですが、
誰かがやらなければならない大切な仕事です。
シニア人材は、これまでの経験から必要な業務
であることを理解してくれ、気持ちよく引き受
けてくれます。
　一般的にシニア向けの求人は業務内容が限ら
れていますが、我が社では「よく来てくれた」と
迎え入れ、「よくやってくれた」と評価していま
すから、やりがいや生きがいを感じてもらえる
のではないでしょうか。皆さん真面目に働いて
くれます。

業務体制
―シニア人材の新規雇用でうまくいかなかった
ことはありますか。
　ほとんどの人が新しい環境に適応していきま
すが、わずかながら退職された人もいます。
　以前、大企業を定年退職して入った人が深い
専門知識に基づいた提案をしてくれました。素
晴らしい提案でしたが、我が社では実現までに
100年かかるような内容でしたので、大企業と
中小企業のスタンスの違いなどを説明したので
すが、残念ながら理解してもらえませんでした。
　中小企業では、「広く浅く」言い換えれば守備
範囲の広い人材が必要です。定年退職後に再挑
戦する方には、経験や知識を活かすことも大切
ですが、これまでのやり方に固執せず広い視野
を持って仕事をすることを心がけてもらいたい
です。

―シニア人材の安全対策、健康管理などで配慮
されていることがあれば教えてください。
　正規の就業時間は①８時～16時45分ですが、
シニア従業員にはこれ以外に②９時～16時35
分、③その他希望する時間帯から選んでもらい、
できるだけ本人の希望に沿うよう配慮していま
す。繁忙期には時間外勤務をしてもらうことも
ありますが、過度の負担が生じないよう定時退
社が原則です。

　担当する業務についてはOJT研修をしっかり
行います。軽量な物のみを取り扱う工夫をした
り、機械操作の補助では、切り屑が飛散しないフ
ルカバー機械の担当にするなど安全にも配慮し
ています。
　年１回の定期健康診断のほか、数年前からは
ストレスチェックも加えました。インフルエン
ザの予防接種の費用も会社が全額負担し、シニ
アを含めた従業員の健康管理をしています。

―シニア人材のモチベーション向上に繋がる仕
組みや取り組みはありますか。
　人事考課でしょうか。65歳以上の従業員も年
３回人事考課を行っています。働きぶりによっ
て評価され、時給にも反映されるのでモチベー
ション向上に繋がると思います。
　それと、我が社には表彰制度がいくつかあり、
それらも該当すると思います。
　まず、職場グループ改善活動の表彰です。平成
11年から、職場グループで「5S（整理・整頓・清潔・
清掃・しつけ）活動」、「生産性向上」、「品質改善」
の分野からテーマを設定し、改善活動に取り組
んでもらっています。
　四半期を１サイクルとして実施するので、大

きな改善でなくても構いません。例えば、「作業
台を整頓する」、「部品加工時間を20％短縮する」
など、短い期間で達成可能な小さな改善を積み
上げていくようにしています。
　毎週火曜日は、昼休み後の45分間を改善活動
に充てていますが、この時間帯は工場の生産も
停止して全員参加を促します。全員で取り組む
ことで職場のチーム力が上がることも企図して
います。
　改善結果は発表会で課長以上が審査し採点し
ます。各分野の上位３グループには賞金が授与
され、グループの親睦費用として活用できるの
で、モチベーション向上と同時に職場コミュニ
ケーションにも効果があると思います。
　この他に、優れた個人提案を行った人、社外研
修への参加実績が多い人、「誰いつ新聞」の達成
数が多かった人に対する表彰をしています。
　「誰いつ新聞」とは、「いつ、何をする、した」を
可視化した個人の活動計画・実績報告書で、毎月
60項目以上やることを決めて実行してもらうも
のです。項目は「ブラインドを週１回清掃する」、
「机の上を整頓してから帰宅する」など些細なも
のでよく、質より量を重視しています。職場改善
にもなりますし、決めたことをやり遂げる姿勢

も身に着きます。ゲーム感覚で取り組んでいる
人もいるようです。
　この「誰いつ新聞」は毎月80枚ほど提出され、
全部私がコメントを書いて返します。コメント
では家族の近況や本人の体調などについても触
れたりしますが、これは従業員との関係性が構
築できていないとこなせません。そのためにも、
毎朝現場で１～２時間、従業員と一緒に作業を
しながら会話するなど、日頃のコミュニケーショ
ンを大切にしています。

―社内コミュニケーションをとても重要視され
ているのですね。
　そのとおりです。一泊旅行、バーベキュー大会、
バスハイクなどの親睦行事を定期的に開催して
います。家族が参加できる行事もあり、楽しみに
している人も多いようです。従業員の誕生月に
は、私との昼食会も実施しています。今年度は新
型コロナ感染防止のため、これまでどおりの開
催はできませんでしたが、コミュニケーション
の活性化が大切であることに変わりはありませ
ん。

今後の展望
―最後に、生涯現役社会、人生100年時代に向け
た展望についてお聞かせください。
　近年、特に中小企業では、新卒者の確保が難し
くなっています。そのような中で、豊かな経験と
意欲を持って働くシニア人材は重要です。シニ
ア人材は適切に評価される職場があることを喜
んでくれ、活き活きと働いてくれます。真面目な
働きぶりは若い従業員の模範にもなり、会社に
とって採用の甲斐があるというものです。今後
もシニア人材の活用を積極的に進めていきたい
と考えています。

友尻 法和さん　品質管理課（他社を定年退職後に新規雇用。取材時70歳）
　電機会社を定年退職し、造園や販売の仕事を経験してから入社しました。基本的に立ち仕事です
が、動き回るのが好きなので苦になりません。アットホームな雰囲気も気に入っています。今は新型
コロナのためできませんが、旅行やバスハイクなどの行事が多いので親睦が深まりますね。

谷 正三さん　品質管理課（他社を定年退職後に新規雇用。取材時70歳）
　定年退職後しばらく働く気にならなかったのですが、周囲の勧めもあって入社しました。最終工
程を担当しているので、発注元からクレームが来ないよう責任感を持って取り組んでいます。社長
とも親しくなれましたし、楽しい会社なので働き続けることができます。

岩本 光生さん　第２製造課（他社を定年退職後に新規雇用。取材時70歳）
　私も定年退職後の新規雇用組です。以前は石油会社に勤務していました。ここでは加工部門を始
めいろいろと経験させてもらい、現在は検査を担当しています。以前の仕事に似ているのでその点
は楽ですが、一つ間違ったら大変なことになるので緊張感を持ってやっています。

松尾 和子さん　第２製造課（継続雇用。取材時68歳）
　私は30歳代で入社しました。定年退職して継続雇用で働いています。現在は穴あけ加工の最終段
階の担当で、自分ができる範囲で最善のものを作れるよう頑張っています。周囲は年下ばかりです
が、かなり年上の私とも楽しく接してくれます。仕事についても的確なアドバイスをくれますので、
まだまだ勉強の余地がありますね。入社以来、いろんなことを学ばせていただいたので、体が続く限
りはここで働きたいと思っています。
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